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君原小学校 児童数推移
※小規模特認校制度導入～令和6年1月現在

全校児童数 全校児童のうち特認校制度を利用している児童

現在、全校児童の

29.2％が

特認校制度を利用!
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年度

学級数

学区外 から君原小学校に通う児童が増えています！

特色２

「アイラボキッズ」 の実施

茨城県立医療大学の協力による科学体

験授業「アイラボキッズ」を行います。

【問い合わせ先】

阿見町教育委員会学校教育課総務係

ＴＥＬ：029-888-0220

メール：gakkokyoikuka-ofc@town.ami.lg.jp

君原小学校の様子をもっと

詳しく知りたい方はこちら！→

「小規模特認校」とは？

特色５

ＩＣＴ教育 の充実

大型デジタル黒板やタブレット端末を用いた

ICT教育を充実させ、学びの個別最適化、個性

化を図ります。柔軟な授業編成が可能なことから、

より多くのオンライン授業を積極的に取り入れて

います。

君原小学校

特色紹介

小規模校ならではの 学年ごとの児童数と複式学級

2つの学年の合計児童数が16人以下（※1年生を含む場合は8人以下）となる学年については、異なる学年の児童を1学級にして、「複式学

級」を編成しています。複式学級では、担任と協力して各教科等の指導にあたるティームティーチング講師を配置することで、各児童のレベ

ルに合わせた学習指導を行っています。

令和6年2月発行

阿見町教育委員会

学校教育課

小規模特認校制度は、学校選択制の一つである特認校制を小規模で実施するものです。

特定の学校を「特認校」として指定し、特色ある教育や少人数での教育の良さを生かしたきめ細かな指導などを行います。

君原小学校では、令和２年４月にこの制度を導入し、阿見町で初めての「小規模特認校」となりました。

「小規模特認校」は、町内どこからでも通うことができる学校です。

なぜ、小規模特認校になったの？

小規模特認校制度導入以

降、 制度を利用して学区

外から君原小学校に通学

する児童は年々増え続け

ています。

現在では、全校児童の

約３割の児童が特認校制

度を利用しています。

令和元年に君原小学校区８行政区の総意として、君原小学校を存続する方向が示され、その方法の一つとして小規模特認

校制度導入の要望書が阿見町に提出されました。これを受け、同年「学校再編検討委員会」を開催した結果、令和２年４月

から令和８年３月までの期間を設け、君原小学校に小規模特認校制度を導入するに至りました。

令和８年４月以降の君原小学校の方針については、令和６年度に改めて「学校再編検討委員会」を開催し、君原小学校区

の住民の代表の方々や学校再編検討委員で協議していく予定となっています。

グラフの 解説

資料５


